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10/5 第３回ふじさわ人権協議会での（素案）に対する指摘事項一覧 

頁 指摘箇所 具体的内容 対応 

表紙 タイトル 本編では「人権指針」と度々記載されているため、表紙にも「藤沢市

人権施策推進指針」と記載したほうが良いのではないか。（まちづく

り指針と併記する） 

ご指摘のとおり記載します 

 

目次前 人権とは 現行指針には目次の前に人権に関する説明と条文が記載されている。

今回も踏襲したほうが良いのではないか。 

ご指摘のとおり記載します 

 全般 「大学」と「教育機関」が混在している。使い分ける意味があるなら

ば良いが、そうでないならば統一したほうが良い。 

大学のみが該当するケース以外は「教育機関等」

に統一します 

 全般 「自分と自分以外の人」、「自分と他人」、「自分と他の人」と同じ意味

だが表現が異なる場所がある。使い分ける意味があるならば良いが、

そうでないならば統一したほうが良い。 

他からの引用以外は表現を統一します 

 第１章 指針の改定にあたって  

5 人権指針の改定にあ

たっての趣旨と背景 

２段落４行目の「自殺者数の増加」について、数年総数は横ばいだが、

女性と若者の割合が増えているため、確認をお願いしたい。 

「女性や若者の」自殺者数の増加に修正します 

5 人権指針の改定にあ

たっての趣旨と背景 

３段落４行目の「３か国」について、すべての国名を明記したほうが

良い。 

すべての国名を記載します 

5 人権指針の改定にあ

たっての趣旨と背景 

※２ ヤングケアラーの説明２行目「家事や家庭の世話」は「家事や

家族の世話」では。 

庁内他部門作成の計画等に用語解説で掲載され

ているものは、同じ書きぶりにしていましたが、

複数を参考に適宜修正します 

6 近年の主な動向（表） 各動向に「・」を付けたほうが読みやすい。 印をつけるなど分かりやすく記載します 

6 近年の主な動向（表） 法律名は「正式名称（略称）」と記載、統一したほうが良い。 法律名どおりに記載します 

6 近年の主な動向（表） 2015年から記載している理由は何か。余白があるので、2000年から

始めても良いのでは。 

原則、現指針以降でＳＤＧｓから掲載していま

す。それ以前は後段の年表に記載します 

6 近年の主な動向（表） 「生活困窮者自立支援法」を追加してほしい。（ｐ47の分野別には記

載されている。） 

平成２７年の国の動向はすべて記載します 

資料３－２ 
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頁 指摘箇所 具体的内容 対応 

 第２章 人権文化を共に創るために  

9 基本理念 １段落３行目「現れている」は「表れている」では。 法務省「人権教育・啓発に関する基本計画」にな

らい「現れている」としています 

9 基本理念 ２段落１行目「自分だけでなく、自分以外の人の人権も尊重しながら」

と３段落１行目「誰もがお互いの人権を尊重することで」は同じ内容

ではないか。「誰もが」は削除しても良いと思う。 

ご指摘のとおり削除します 

 

9 基本理念 １段落１行目と３段落１行目に「一人ひとり」という表現が間を空け

ずに繰り返されているため表現の精査をお願いしたい。 

表現を精査します 

 

9 基本目標 人権に関連する SDGs の目標はもっとあるはずなので網羅して記載

してほしい。 

ＳＤＧｓの１７の目標はすべて人権と密接に関

連していることを第２章に記載します 

11、12 （２）■人権教育、

（４）パートナーシ

ップによる取組 

「多様化・複雑化する様々な人権課題」、「複雑かつ多様化する人権課

題」とあるため、表現を統一してほしい。 

表現を統一します 

 第３章 人権課題の解決に向けて  

 分野共通①～⑫ タイトルの表現が統一されていない。 〇〇するために、に統一します 

 分野共通①～⑫ 関連する SDGsの目標の選び方を統一してほしい。 ＳＤＧｓの１７の目標はすべて人権と密接に関

連していることを第２章に記載します 

 分野共通①～⑫ 大切な部分は太字にしてほしい。 表記の規則性の観点から対応が困難でした 

15～ ①ジェンダー平等 女性に関する問題と性的マイノリティに関する問題を混在して書く

のは難しい。⑦患者等のように（１）（２）とそれぞれ分けて書いた

方が課題が見えやすいのではないか。 

課題等を分けて記述することを検討しましたが、

記述内容に変更や追記が必要であり、この段階で

の構成の変更は慎重な対応が必要なことから対

応は難しいと判断しました 
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頁 指摘箇所 具体的内容 対応 

15～ ①ジェンダー平等 男性の生きづらさはワーク・ライフ・バランスとも関係するため入れ

てほしい。 

「男性の生きづらさ」については、「固定的な役割

分担意識やそれに基づく社会慣習・制度が根強く

残っており、・・・転換が必要です」という記述を

加えることでその意味を内包させたと考えてお

ります。「女性の生きづらさ」という表現も入れて

いないことから、対比表現としての「男性の生き

づらさ」という記述は入れておりません 

17 ①ジェンダー平等 １行目の「女性不況」は一般的な表現なのか。説明の追加、もしくは

文言の変更が必要と感じる。 

ご指摘のとおり修正しました 

なお、「男女共同参画白書 令和 3年版」において、

男性不況と言われたリーマンショックと対比し

た呼び方として使用されています 

17 ①ジェンダー平等 災害避難所における課題の「避難所内での防犯・安全対策」はイメー

ジしにくいので性暴力やハラスメント等具体的に記載してほしい。 

災害避難所の運営は地域住民との協力関係によ

り成り立っており、課題認識を共有していく上

で、丁寧で着実な意識啓発が必要と考えています 

現時点では包括的な表現になりますが、来年度以

降、具体的な課題整理を図ることとしていますの

で、本記載においては、現状表現から変更するこ

とは考えておりません 

21 ②子ども 「本市での主な取組」から「外国につながりのある子どもへの支援」

を削除した意図は何か。別の所に入れる等の対応でも良いので残した

ほうが良い。 

「外国につながりのある人～」で記載しています 

21 ②子ども 「本市での主な取組」５の「子ども共育計画」等、条例や計画等は正

式名称で記載してほしい。 

正式名称で記載します 
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頁 指摘箇所 具体的内容 対応 

24 ③高齢者 高齢女性の貧困は大きな問題となっているため、関連する SDGs の

目標に目標１「貧困をなくそう」を入れるべきではないか。貧困は複

合的な問題に発展するので、人権問題を捉える時のベースがわかるよ

うな書き方をしてほしい。 

ＳＤＧｓの１７の目標はすべて人権と密接に関

連していることを第２章に記載します 

（人権課題に個別記載はしない） 

貧困について記載しました 

24～ ③高齢者 文章が長く、読みにくいためブラッシュアップをお願いしたい。 文章を精査します 

28 ④障がいのある人 障がいも貧困と関連がある。SDGsの目標に偏りがあるように感じる

ため、関連するものはすべて入れていただきたい。 

ＳＤＧｓの１７の目標はすべて人権と密接に関

連していることを第２章に記載します 

（人権課題に個別記載はしない） 

31 ④障がいのある人 □人権教育・人権啓発の推進に記載の就労支援のところで法定雇用率

の達成について触れてほしい。 

法定雇用率の達成は、人権教育・人権啓発という

よりは、個別具体の取組であることから、本市で

の主な取組に、「障害者雇用率制度の周知・啓発」

を追加します 

32 ⑤部落差別（同和問

題） 

「本市での主な取組」から「同和問題に関する教育・啓発」、「就職差

別解消」、「えせ同和行為への対応」が削除され、施策の方向性の方に

移動しているがどんな意図があるのか。 

今後課題として取り組むものとしたため、施策の

方向性に移動しました 

34 ⑥外国につながりの

ある人 

外国人住民の内訳の出典を明記するように。 出典を記載します 

34 ⑥外国につながりの

ある人 

「本市での主な取組」から「就労支援の充実」、「保健・医療・福祉・

介護支援」が削除されている。文中に出てくることはわかるが、取組

が弱いことを読み取るのは難しい。取組に上げたほうが現実的に感じ

る。 

「主な取組」として、全てを漏れなく記載するの

ではなく、担当課が特に力を入れて実施している

取組を掲載しています 
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頁 指摘箇所 具体的内容 対応 

35 ⑥外国につながりの

ある人 

※１のポストコロナ時代とはパンデミックが収束した後の時代を指

すのではないか。 

国等から明確な定義は出されていない状況です

アフター・コロナと同義として扱われることが多

いため、「新型コロナウイルス感染症拡大が収束

した後の時代」といたします 

※総務省では「新型コロナ感染症の先の時代」 

38 ⑦患者等 「本市での主な取組」が抜けている。 追加で記載します 

40 ⑧ビジネス タイトルがこの分野だけ「～進めるために」になっている。 タイトルの表記を統一します 

47 ⑩生活困窮者 SDGsの目標２「飢餓をゼロに」が抜けている。 ＳＤＧｓの１７の目標はすべて人権と密接に関

連していることを第２章に記載します 

（人権課題に個別記載はしない） 

47 ⑩生活困窮者 「国は」、「国では」という表現の上で法律の制定について記載されて

いるが、藤沢市には関係がないと捉えられてしまう気がする。書き方

の検討を。 

どこが、何を制定したのかを明らかにするため

に、「世界（国連）では～」「国では～」「本市では

～」という記載にしています 

47 ⑩生活困窮者 読んでいて対象者が一人というように感じる。貧困がベースにあるた

めに、家族全体が複合的な問題を抱えることがあるということが見え

てこない。そういったケースは多いため、実態を反映した書き方にし

てほしい。 

貧困の実態を反映した書き方にしました 

48 ⑩生活困窮者 「本市での主な取組」に記載の「ケアラー」はヤングケアラーだけで

なく全般を指すのか。 

ケアラー全般を指しています 

56 ⑫さまざまな人権 ④災害に遭った人で、「避難所運営ガイドライン」は藤沢市では策定

していない。 

避難所運営マニュアルの誤りです 修正します 

57 ⑫さまざまな人権 （２）さまざまな人権課題は、すべて文章化しているので問題が拾い

にくい。キーワードだけでも太字にしてほしい。 

箇条書きにして見やすくしました 

 


